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株式会社ｆｏｎｆｕｎとの業務提携契約締結に関するお知らせ 

 

当社は、２０２６年７月２１日開催の取締役会において、株式会社ｆｏｎｆｕｎ（東京証券取引所スタンダード市場、

証券コード：2323。以下「fonfun」といいます。）との間で、システム開発及びＳＥＳ（システムエンジニアリング

サービス）領域における業務提携契約（以下「本契約」といい、本契約に基づく業務提携を「本提携」といいま

す。）を締結することを決議し、同日付で本契約を締結いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 業務提携の理由 

当社は、1975 年の設立以来、公共・金融・流通分野を中心とする顧客基盤の下、ＩＴ戦略の立案から、

システムの設計・開発・構築、運用・保守、ＢＰＯ（ビジネス・プロセス・アウトソーシング）に至るまでの総合的

なサービスを提供してまいりました。 

一方、2026 年 5 月 14 日付「2026 年 3 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」に記載のとおり、当社の

2026 年 3 月期の連結業績は、売上高 731 百万円（前期比 13.2％増）と増収となったものの、営業損失

175 百万円、経常損失 195 百万円、親会社株主に帰属する当期純損失 259 百万円を計上し、3 期連続

の経常損失となりました。企業のＤＸ投資が拡大する一方でＩＴ人材の不足が深刻化し、多様化・大型化す

る開発需要への対応力がＩＴサービス企業の競争力を左右する状況にある中、当社は、エンジニアリソース

の確保並びに稼働率及び単価の向上、顧客基盤の拡大による受注機会の最大化、並びにＡＩ技術を含む

高付加価値領域への展開を、最優先の経営課題と認識しております。 

fonfun は、ソフトウェア開発及び技術者派遣を行うＤＸソリューション事業と、ＳａａＳ・自社プロダクトを提

供するクラウドソリューション事業を展開しており、2026 年 3 月期の連結売上高は 2,111 百万円（前期比

66.5％増）、営業利益は 242 百万円と、Ｍ＆Ａを軸とした成長戦略により事業規模を拡大しております。 

技術力と機動力を有し、ＡＩ・Ｗｅｂ開発領域に強みを持つ fonfun と、上流工程から運用・ＢＰＯまでの

一貫した対応力並びに公共・金融・流通分野における顧客基盤を有する当社とは、事業領域の面で補完性

が高く、本提携による協業は、両社が単独では取り込むことが困難であった大型・高付加価値のＤＸ案件

への対応を可能にするものであります。当社は、本提携を通じて上記の経営課題の解決を図り、両社の持

続的な成長と企業価値の向上を実現できるものと判断し、本提携に至りました。 

なお、本提携は、当社が 2026 年 1 月 29 日付「資本業務提携契約の締結、第三者割当による新株式

の発行、並びに主要株主、主要株主である筆頭株主及びその他の関係会社の異動に関するお知らせ」に

おいて公表した、サイブリッジ合同会社との資本業務提携に基づく業務提携を、同社グループの中核会社



である fonfun との間で具体化するものであります。 

 

2. 業務提携の内容 

両社は、本契約に基づき、システム開発及びＳＥＳ領域において、以下の各業務における提携を推進して

まいります。なお、本提携業務の実施にあたり、具体的な業務内容、実施方法、費用負担、利益配分その他

の詳細な条件については、必要に応じて両社間で別途個別の契約を締結するものとしております。 

(1) エンジニアリソースの相互融通及び体制強化 

両社が保有するＩＴエンジニアリソースを相互に活用することにより、機動的なチーム組成と稼働の最

適化を実現し、大型化・高度化するＤＸ案件への供給力及び対応領域を拡大いたします。当社において

は、外部ビジネスパートナーの利用に伴う原価負担の軽減、並びにエンジニアの稼働率及び単価の向

上が期待されます。 

(2) 既存顧客へのクロスセルの推進 

両社がそれぞれの事業を通じて築いてきた顧客基盤と業種ごとの知見を相互に活用し、共同提案及

びクロスセルを推進することにより、単独では接点を持ちにくかった顧客層・案件への提案機会を拡げ、

受注機会の最大化を図ります。 

(3) 人材育成及び技術ノウハウの共有 

当社が長年培ってきた業務システム開発の知見と、fonfun が強みとするＡＩ・Ｗｅｂ開発のスキルを

相互に共有することにより、エンジニアのスキル向上と提供サービスの高付加価値化を推進いたしま

す。 

(4) ＡＩ領域における共同人材育成プログラムの構築 

両社合同のＡＩリスキリングプログラム及びＡＩエンジニア育成プロジェクトを立ち上げ、ＡＩ技術を実

装・運用できる次世代型ＩＴ人材の育成を加速いたします。 

(5) ＡＩを融合した次世代ＢＰＯへの転換検討 

従来の人手を中心とするＢＰＯオペレーションに生成ＡＩ等の技術を組み込み、収益性の高い自動化

モデルへの転換を検討いたします。 

 

3. 本提携の相手先の概要 

（１） 名称 

株式会社ｆｏｎｆｕｎ 

証券コード：2323、東京証券取引所スタンダード市場 

https://www.fonfun.co.jp/ 

（２） 所在地 東京都渋谷区笹塚二丁目 1 番 6 号 ＪＭＦビル笹塚０１ 6 階 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 水口 翼 

（４） 事業内容 
ＤＸソリューション事業（ソフトウェア開発、技術者派遣）、クラウドソリュー

ション事業（ＳａａＳ・プロダクト） 

（５） 資本金 10,000 千円（2026 年 3 月 31 日現在） 

（６） 設立年月日 1997 年 3 月 3 日 



（７） 大株主及び持株比率 
サイブリッジ合同会社  47.95％、サイブリッジグループ株式会社 

14.23％ 他（2026 年 3 月 31 日現在） 

（８） 

上場会社

と 当 該 会

社 と の 間

の関係 

資本関係 

当社と fonfun との間に直接の資本関係はありません。当社のその他の

関係会社であるサイブリッジ合同会社が、当社の議決権の 39.24％及

び fonfun の議決権の 62.27％を所有しております。 

人的関係 
当社取締役会長 水口翼氏が fonfun の代表取締役社長を、当社社外

取締役 松井都氏が fonfun の取締役を、それぞれ兼任しております。 

取引関係 
本日現在、当社と fonfun との間に記載すべき重要な取引関係はありま

せん。 

関連当事

者への該

当状況 

fonfun は、当社のその他の関係会社であるサイブリッジ合同会社の子

会社であり、当社の関連当事者に該当いたします。 

（９） 

当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 
2024 年 3 月期 

（単体） 

2025 年 3 月期 

（単体） 

2026 年 3 月期 

（連結） 

純資産 621 百万円 957 百万円 1,413 百万円 

総資産 1,008 百万円 2,149 百万円 3,285 百万円 

1 株当たり純資産 30.87 円 44.54 円 63.65 円 

売上高 699 百万円 1,268 百万円 2,111 百万円 

営業利益 74 百万円 149 百万円 242 百万円 

経常利益 92 百万円 163 百万円 271 百万円 

当期純利益（注１） 68 百万円 169 百万円 424 百万円 

1 株当たり当期純利益 3.40 円 8.21 円 20.22 円 

1 株当たり配当金（注４） －円 3.00 円 －円 

（注１）2026 年３月期は「親会社株主に帰属する当期純利益」であります。 

（注２）fonfun は 2026 年３月期より連結財務諸表を作成しているため、2024 年３月期及び 2025 年３月期は個別（非連結）

の数値を、2026 年３月期は連結の数値を記載しております。 

（注３）fonfun は、2025 年２月１日付で普通株式１株につき２株の割合により、2026 年２月１日付で普通株式１株につき３株の割

合により、それぞれ株式分割を行っております。１株当たり純資産及び１株当たり当期純利益は、これらの株式分割を遡及して調整

した後の数値であります。 

（注４）１株当たり配当金は、各期において実際に支払われた金額を記載しており、注３の株式分割による遡及調整は行っておりま

せん。 

 

4. 利益相反の回避のための措置 

上記 3．（８）に記載のとおり、fonfun は当社の関連当事者に該当し、また、当社の取締役 2 名が

fonfun の取締役を兼任しております。本契約の締結は、当社の取締役である水口翼氏が fonfun の代表

取締役社長として当社と取引を行うものであり、会社法第 356 条第 1 項第 2 号に定める利益相反取引に



該当することから、当社は、同法第 365 条第 1 項に基づき、2026 年 7 月 21 日開催の取締役会において

本契約の締結に係る承認決議を行っております。 

当該取締役会において、水口翼氏及び松井都氏は本議案に係る審議及び決議に参加しておらず、本議案

は、これらの 2 名を除く取締役 2 名の全員一致により承認可決されております。 

 

5. 日程 

 

6. 今後の見通し 

今後、両社では、本提携の実効性に鑑み、資本提携も検討してまいります。開示すべき事項が生じた場合に

は、速やかにお知らせいたします。 

 また、本提携が当社の 2027 年 3 月期の業績に与える影響につきましては、現在精査中です。本提携の効果

の発現時期及び規模は、個別契約の内容に依存するため、現時点において合理的に見積もることは困難です。 

 なお、2026 年 5 月 14 日付「2026 年 3 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」に記載のとおり、当社は、

2027 年 3 月期においてＭ＆Ａを計画しており、買収先の事業規模によっては連結業績が大きく変動するた

め、現時点では 2027 年 3 月期の連結業績予想を開示しておりません。当社は、2026 年 9 月を目途に中期

経営計画を再策定する予定であり、本提携の効果につきましては、当該中期経営計画の策定過程において具

体的に検討のうえ、織り込んでまいります。 

 今後、本提携が当社の業績に与える影響が明らかとなった場合、その他開示すべき事項が生じた場合には、

速やかにお知らせいたします。 

 

以上 

（１） 取締役会決議日 2026 年 7 月 21 日 

（２） 契約締結日 2026 年 7 月 21 日 

（３） 業務提携の開始日 2026 年 7 月 21 日 


